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１  監 査 を 実 施 し た 監 査 委 員 名  

  吉  井  忠  夫  

  髙  田  幸  男  

  林    伸  司  

  市  村    衛  

 

２  監 査 の 種 類  

  地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ９ ９ 条 第 ４ 項 の 規

定 に よ る 定 期 監 査 ， 併 せ て ， 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 務 の 執 行

に 係 る 行 政 監 査 に つ い て も 実 施 し た 。  

 

３  監 査 の 概 要  

 (1) 監 査 の 期 間  

   平 成 ２ ４ 年 ９ 月 １ ０ 日 か ら 平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 ま で  

 (2) 監 査 の 対 象 と し た 部 及 び 課 等  

  ア  保 健 福 祉 部  保 健 福 祉 総 務 課  

          福 祉 政 策 室  

          指 導 監 査 室  

          高 齢 者 支 援 課  

          高 齢 者 支 援 課 介 護 基 盤 整 備 室  

          障 害 福 祉 課  

          障 害 福 祉 課 障 害 福 祉 就 労 支 援 セ ン タ ー  

          福 祉 活 動 推 進 課  

          生 活 支 援 課  

  イ  保 健 所    総 務 企 画 課  

保 健 予 防 課  

生 活 衛 生 課  

地 域 健 康 づ く り 課  

成 人 健 診 課  

衛 生 検 査 課  

  ウ  こ ど も 部   児 童 育 成 課  

児 童 育 成 課 児 童 セ ン タ ー  
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こ ど も 政 策 室  

こ ど も ル ー ム 担 当 室  

保 育 課  

こ ど も 発 達 セ ン タ ー  

こ ど も 発 達 セ ン タ ー キ ッ ズ ル ー ム 担 当 室  

  エ  環 境 部    環 境 保 全 課  

放 射 線 対 策 室  

廃 棄 物 政 策 課  

環 境 サ ー ビ ス 課  

北 部 ク リ ー ン セ ン タ ー  

南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー  

産 業 廃 棄 物 対 策 課  

 

(3) 監 査 の 方 法  

  平 成 ２ ４ 年 度 分 で 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 ３ １ 日 ま で に 執 行 さ れ た 事

務 事 業 （ 必 要 と 認 め た 部 分 に つ い て は 平 成 ２ ３ 年 度 以 前 分 を 含

む 。 ） が 適 正 か つ 効 率 的 に 行 わ れ て い る か を 主 眼 と し て ， 関 係

各 課 か ら 資 料 の 提 出 を 求 め る と と も に ， 関 係 職 員 か ら 事 情 を 聴

取 し て 実 施 し た 。  

な お ， 監 査 の 実 施 に 当 た っ て は ， 特 に 次 の 点 に 意 を 払 う こ と

と し た 。  

ア  市 が 外 部 に 発 注 刊 行 し て い る 行 政 資 料 （ 冊 子 類 ） に つ い て ，

契 約 等 の 事 務 手 続 き が 規 則 等 の 規 定 に の っ と っ て い る か ， 作

成 部 数 は 適 切 か ， 有 料 で あ る 場 合 の 料 金 の 設 定 方 法 や 売 却 代

金 の 収 入 手 続 き は 適 正 か ， 無 料 で あ る 場 合 に 有 料 に し な い 理

由 は 合 理 的 か ， 在 庫 の 管 理 は 適 切 か 。  

な お ， 前 年 度 以 前 に 刊 行 し た 行 政 資 料 に つ い て も ， 在 庫 が

あ る も の は ， そ の 管 理 状 況 に つ い て 監 査 対 象 と し た 。  

   ま た ， 調 査 委 託 等 の 成 果 物 に つ い て ， 仕 様 書 ど お り 作 成 さ

れ ， 当 初 の 目 的 に 沿 っ て 効 果 的 に 利 用 さ れ て い る か 。  

イ  時 間 外 勤 務 手 当 （ 休 日 勤 務 手 当 を 含 む 。） 及 び 特 殊 勤 務 手

当 の 支 給 に つ い て ， 勤 務 命 令 ・ 報 告 が 確 実 か つ 適 正 か ， 時



 

3 

間 外 勤 務 が 慢 性 化 し て い な い か ， ま た ， 縮 減 に 向 け て の 取

り 組 み ， 健 康 面 で の 配 慮 が さ れ て い る か 。  

な お ， 前 年 度 監 査 対 象 と な ら な か っ た 部 局 に つ い て は ，

職 員 （ 臨 時 職 員 を 含 む 。） の 賃 金 及 び 旅 費 の 支 給 に つ い て も ，

そ の 事 務 手 続 が 規 則 等 の 規 定 に の っ と っ て い る か ， 積 算 や

支 給 方 法 等 に 問 題 点 は な い か な ど に つ い て も 検 証 し た 。  

ウ  出 先 機 関 （ 保 育 園 ） 等 に お け る 現 金 の 取 扱 い 及 び 保 管 は

適 正 か ， 物 品 購 入 等 の 契 約 事 務 及 び 管 理 ・ 利 用 状 況 並 び に

返 納 等 の 事 務 処 理 は 適 正 か 。  
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４  監 査 の 結 果  

  軽 易 な 事 項 に つ い て は ， 監 査 の 期 間 中 に 口 頭 に よ り 注 意 ， 指 導

を 行 っ た が ， 特 に 次 の 事 項 に つ い て は ，「 監 査 の 結 果 等 の 取 扱 い

要 領 」 に 定 め る 指 摘 事 項 に 該 当 す る も の と 判 断 し た 。  

(1) 保 健 福 祉 部 高 齢 者 支 援 課 介 護 基 盤 整 備 室  

時 間 外 勤 務 時 に お け る 休 憩 時 間 の 確 保 に つ い て  

 監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 分 の 週 休

日 （ 土 ・ 日 ） に お け る 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ，

１ 日 の 勤 務 時 間 が ６ 時 間 を 超 え る 日 が ， 延 べ １ １ 日 間 存 在 し

た に も か か わ ら ず ， そ の う ち １ 日 を 除 く １ ０ 日 間 は 休 憩 時 間

を 全 く 取 得 し て い な い と い う 事 例 が 見 ら れ た 。  

 休 憩 時 間 は ， 労 働 基 準 法 第 ３ ４ 条 及 び 職 員 勤 務 時 間 条 例 第

３ 条 に お い て ， 労 働 時 間 （ 勤 務 時 間 ） が ６ 時 間 を 超 え る 場 合

は 少 な く と も ４ ５ 分 ， ８ 時 間 を 超 え る 場 合 に お い て は 少 な く

と も １ 時 間 の 休 憩 時 間 を 労 働 時 間 の 途 中 に 与 え な け れ ば な ら

な い も の と さ れ て い る 。 さ ら に ， 総 務 部 人 事 課 に お い て も

「 服 務 の 手 引 」 等 で 所 属 長 に 対 し ， 職 員 の 心 身 の 健 康 保 持 ，

勤 務 中 に お け る 軽 度 の 疲 労 回 復 及 び 公 務 能 率 の 増 進 の た め に

休 憩 時 間 を 確 実 に 取 得 さ せ る こ と と し て い る 。  

今 後 は ， 時 間 外 勤 務 の 削 減 を 効 果 的 に 推 進 す る と と も に ， 法

令 等 を 遵 守 し た 休 憩 時 間 の 確 保 に 留 意 さ れ た い 。  

 

(2) 保 健 福 祉 部 障 害 福 祉 課  

ア  時 間 外 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 及 び ５ 月

分 の 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 時 間 外 勤 務 時 間 数

の 集 計 誤 り に よ る 時 間 外 勤 務 手 当 の 過 支 給 が １ 件 ， 過 少 支 給

が ３ 件 見 ら れ た 。  

時 間 外 勤 務 時 間 数 は 整 理 担 当 者 が 集 計 し て い た が ， 担 当 者

以 外 は 集 計 確 認 を し て い な か っ た た め ， 誤 り を 発 見 で き な か

っ た も の と 考 え ら れ る 。  

こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で 早 急 に 是
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正 し ， 非 抽 出 の 月 の 時 間 外 勤 務 時 間 数 の 集 計 に つ い て も 再 度

確 認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な

ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  

イ  旅 費 の 支 給 誤 り に つ い て  

  職 員 に 支 給 す る 旅 費 は ， 職 員 旅 費 支 給 条 例 第 ７ 条 の 規 定

に よ り ，「 旅 費 は ， 最 も 経 済 的 な 通 常 の 経 路 及 び 方 法 に よ り

旅 行 し た 場 合 の 旅 費 に よ り 計 算 す る 」 こ と と さ れ て い る 。 ま

た ， 総 務 部 人 事 課 発 行 「 旅 費 の 手 引 」 で は ，「 や む を 得 な い

理 由 に よ り 自 宅 よ り 直 接 出 張 す る 場 合 は 在 勤 公 署 か ら 出 張 す

る と き と 自 宅 か ら 出 張 す る と き の 旅 費 を 比 較 し て 低 廉 な 方 を

支 給 す る 」 よ う 定 め ら れ て い る 。  

  と こ ろ が ， 職 員 へ の 旅 費 の 支 給 状 況 を 確 認 し た と こ ろ ，

在 勤 公 署 か ら 出 張 す る と き の 旅 費 が 自 宅 か ら 出 張 す る と き の

旅 費 よ り も 安 く な る に も か か わ ら ず ， 自 宅 か ら 出 張 す る と き

の 旅 費 を 支 給 し て い る 事 例 が ３ 件 見 ら れ た 。  

誤 り を 早 急 に 是 正 す る と と も に ， 今 後 は ， 適 正 な 支 給 事 務

が 行 わ れ る よ う ， 十 分 注 意 さ れ た い 。  

 

(3) 保 健 福 祉 部 障 害 福 祉 課 障 害 福 祉 就 労 支 援 セ ン タ ー  

旅 費 の 支 給 誤 り に つ い て  

職 員 に 支 給 す る 旅 行 雑 費 は ， 職 員 旅 費 支 給 条 例 施 行 規 則 第 ８

条 の 規 定 に よ り ，「 市 内 並 び に 柏 市 役 所 を 中 心 と す る 半 径 ２ ０

キ ロ メ ー ト ル の 円 の 範 囲 に 市 役 所 ， 特 別 区 の 区 役 所 及 び 町 村

役 場 の あ る 市 区 町 村 に 出 張 す る 場 合 に お け る 旅 行 雑 費 は ， 支

給 し な い 」 こ と と さ れ て い る 。 ま た ， 総 務 部 人 事 課 発 行 「 旅

費 の 手 引 」 で は ，「 半 径 ２ ０ ｋ ｍ 以 内 に 市 役 所 （ 役 場 ） が 所 在

す る 市 区 町 」 が 一 覧 表 で 定 め ら れ て い る 。  

 と こ ろ が ， 職 員 へ の 旅 行 雑 費 の 支 給 状 況 を 確 認 し た と こ ろ ，

旅 行 雑 費 の 未 支 給 地 域 へ の 出 張 に 対 し ， 旅 行 雑 費 ４ ０ ０ 円 が

支 給 さ れ て い る 例 が １ 件 見 ら れ た 。  

 誤 り を 早 急 に 是 正 す る と と も に ， 今 後 は ， 適 正 な 支 給 事 務

が 行 わ れ る よ う ， 十 分 注 意 さ れ た い 。  



 

6 

(4) 保 健 福 祉 部 福 祉 活 動 推 進 課  

ウ ェ ル ネ ス 柏 の パ ン フ レ ッ ト 印 刷 に つ い て  

柏 市 総 合 保 健 医 療 福 祉 施 設 「 ウ ェ ル ネ ス 柏 」 の パ ン フ レ ッ ト

は ， 施 設 の 概 要 周 知 及 び 案 内 を 目 的 に 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 に 契 約

金 額 534,240 円 で 48,000 部 印 刷 さ れ ， そ の 後 約 ５ か 月 間 を 経

過 し た 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 末 現 在 ， 46,500 部 の 在 庫 を 抱 え て い る 。

印 刷 後 ， 1,500 部 を 配 布 し た 計 算 に な る が ， こ の ぺ ー ス で 全 て

を 配 布 し 終 わ る に は ， 相 当 な 期 間 を 要 す る と 見 ら れ ， そ の 間

パ ン フ レ ッ ト の 内 容 に 変 更 が 生 じ れ ば 利 用 価 値 も な く な る 。  

主 管 課 の 説 明 に よ る と ， パ ン フ レ ッ ト は ウ ェ ル ネ ス 柏 の 受 付

窓 口 や 近 隣 セ ン タ ー 等 で 配 布 し て い る と の こ と だ っ た が ， そ

の 他 の 活 用 方 法 は 特 に な く ， 印 刷 に あ た っ て 作 成 部 数 を 多 く

見 積 も り 過 ぎ た の で は な い か と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

印 刷 物 の 作 成 に つ い て は ， 必 要 部 数 の 検 討 を 十 分 に 行 い ， 経

費 節 減 の 観 点 か ら 適 切 な 部 数 の 印 刷 に 努 め る と と も に ， 在 庫

の 有 効 活 用 に つ い て も 検 討 さ れ た い 。  

 

(5) 保 健 福 祉 部 生 活 支 援 課  

時 間 外 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ５ 月 及 び ７ 月 分

の 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 時 間 外 勤 務 時 間 数 の

集 計 誤 り に よ る 時 間 外 勤 務 手 当 の 過 少 支 給 が ２ 件 見 ら れ た 。  

時 間 外 勤 務 時 間 数 は 整 理 担 当 者 が 集 計 し て い た が ， 担 当 者 以

外 は 集 計 確 認 を し て い な か っ た た め ， 誤 り を 発 見 で き な か っ

た も の と 考 え ら れ る 。  

こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で 早 急 に 是 正

し ， 非 抽 出 の 月 の 時 間 外 勤 務 時 間 数 の 集 計 に つ い て も 再 度 確

認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な ど

万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  
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(6) 保 健 所 生 活 衛 生 課  

特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

  一 般 職 職 員 給 与 条 例 第 １ ３ 条 に 規 定 さ れ る 特 殊 勤 務 手 当 の う

ち ， 保 健 所 生 活 衛 生 課 に お い て は ， 職 員 特 殊 勤 務 手 当 支 給 規 則

第 ３ 条 第 ７ 号 の 規 定 に よ り ， 食 鳥 検 査 業 務 に 従 事 し た 職 員 に 対

し ， １ 日 に つ き ４ ０ ０ 円 の 保 健 衛 生 業 務 手 当 が 支 給 さ れ て い る 。  

  生 活 衛 生 課 で は ， 職 員 の 当 該 業 務 に 係 る 勤 務 実 績 に つ い て ，

独 自 に 作 成 し た 「 特 殊 勤 務 実 績 簿 」 に 実 施 し た 年 月 日 及 び 従 事

し た 時 間 を 記 録 し ， そ の 都 度 所 属 長 の 確 認 を 受 け る こ と に よ っ

て 把 握 し て お り ， 当 該 実 績 簿 に よ り 集 計 さ れ た 実 施 状 況 を 「 特

殊 勤 務 命 令 簿 兼 報 告 書 」 に 転 記 し て 月 ご と に 人 事 主 管 課 （ 総 務

部 人 事 課 給 与 厚 生 室 ） に 報 告 し て い る 。  

給 与 厚 生 室 で は ， 当 該 報 告 書 の 確 認 を 行 っ た 上 で 保 健 衛 生 業

務 手 当 の 支 給 額 を 決 定 し ， 当 該 決 定 額 を 翌 月 の 給 料 と 併 せ て 支

給 し て い る 。  

  平 成 ２ ４ 年 ７ 月 分 の 保 健 衛 生 業 務 手 当 （ 食 鳥 検 査 ） に 係 る

「 特 殊 勤 務 命 令 簿 兼 報 告 書 」 に つ い て ， 生 活 衛 生 課 が 保 管 す る

「 特 殊 勤 務 実 績 簿 」 と 照 合 確 認 を 行 っ た と こ ろ ， 当 該 業 務 に 従

事 し た 職 員 の 当 月 の 勤 務 実 績 が 別 の 職 員 の 欄 に 誤 っ て 転 記 さ れ

て い た こ と に よ り ， 当 該 手 当 が 誤 っ て 別 の 職 員 に 支 給 さ れ て い

る 事 例 が 見 ら れ た 。  

  こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で 早 急 に 是 正  

し ， 今 後 は ， 複 数 の チ ェ ッ ク を 行 う な ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら

れ た い 。  

 

(7) 保 健 所 地 域 健 康 づ く り 課  

 ア  臨 時 職 員 賃 金 の 支 給 誤 り に つ い て  

   保 健 所 地 域 健 康 づ く り 課 で 雇 用 す る 臨 時 職 員 （ 臨 時 的 任 用

の 職 員 及 び 非 常 勤 職 員 ） に つ い て ， 臨 時 職 員 就 業 規 則 第 ３ 条

第 ３ 項 の 規 定 に よ り 柏 市 長 が 交 付 し た 採 用 通 知 書 を 実 際 に 支

給 さ れ た 賃 金 に 係 る 支 払 明 細 書 と 照 合 し ， 当 該 採 用 通 知 書 に

明 示 さ れ た 労 働 条 件 の と お り に 関 係 す る 事 務 手 続 き 等 （ 賃 金
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の 支 給 及 び 休 暇 の 付 与 等 ） が 適 正 に 行 わ れ て い る か ど う か を

確 認 し た 。  

そ の 際 に ， 非 常 勤 職 員 で あ る 看 護 師 の 賃 金 に お い て ， 平 成

２ ４ 年 ４ 月 １ 日 付 け で 交 付 さ れ た 採 用 通 知 書 に 「 基 本 賃 金 ：

時 間 給 １ ５ ３ ０ 円  ２ ４ 年 ６ 月 １ 日 か ら 時 給 １ ５ ４ ０ 円 」 と

明 示 さ れ て い た に も か か わ ら ず ， 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 分 の 賃 金 の

支 給 に 際 し て ， 変 更 前 の 時 間 給 に よ り 支 給 額 の 積 算 が な さ れ ，

結 果 と し て 本 来 支 給 す べ き 賃 金 額 よ り も 過 少 な 支 給 額 と な っ

て い る 事 例 が 見 ら れ た 。  

   こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で ， 早 急 に

是 正 す る と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な ど

万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  

  イ  時 間 外 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 及 び ６ 月

分 の 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 時 間 外 勤 務 時 間 数

の 集 計 誤 り に よ る 時 間 外 勤 務 手 当 の 過 少 支 給 が ２ 件 見 ら れ た 。  

時 間 外 勤 務 時 間 数 は 整 理 担 当 者 が 集 計 し て い た が ， 担 当 者

以 外 は 集 計 確 認 を し て い な か っ た た め ， 誤 り を 発 見 で き な か

っ た も の と 考 え ら れ る 。  

こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で 早 急 に 是

正 し ， 非 抽 出 の 月 の 時 間 外 勤 務 時 間 数 の 集 計 に つ い て も 再 度

確 認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な

ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  

 

(8) 保 健 所 衛 生 検 査 課  

特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 対 象 と な る 業 務 実 績 の 管 理 に つ い て  

  一 般 職 職 員 給 与 条 例 第 １ ３ 条 に 規 定 さ れ る 特 殊 勤 務 手 当 の う

ち ， 保 健 所 衛 生 検 査 課 に 勤 務 す る 職 員 が 行 う 衛 生 検 査 業 務 に つ

い て は ， 職 員 特 殊 勤 務 手 当 支 給 規 則 第 ３ 条 第 ５ 号 の 規 定 に よ り ，

当 該 業 務 に 従 事 し た 職 員 に 対 し ， １ 日 に つ き ４ ０ ０ 円 の 保 健 衛

生 業 務 手 当 を 支 給 す る こ と と さ れ て い る 。  

   当 該 手 当 の 支 給 に 関 し て 「 特 殊 勤 務 命 令 簿 兼 報 告 書 」 を 確 認
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し た と こ ろ ， 所 属 長 を 除 く 全 て の 衛 生 検 査 課 所 属 職 員 に つ い

て ， そ の 月 に お け る 当 該 勤 務 の 実 施 回 数 及 び 支 給 金 額 を あ ら

か じ め 印 字 し た も の が 毎 月 人 事 主 管 課 （ 総 務 部 人 事 課 給 与 厚

生 室 ） に 提 出 さ れ て お り ， 実 際 に 当 該 報 告 書 に 基 づ い て 毎 月

同 額 の 手 当 が 一 律 に 支 給 さ れ て い る 事 実 が 判 明 し た 。  

当 該 手 当 を ， 実 際 の 業 務 実 績 に 基 づ く こ と な く 「 み な し 」 勤

務 実 績 に 基 づ い て 定 額 の 支 出 を 行 う こ と は ， 正 当 な 支 出 根 拠 の

な い 不 適 正 な 支 出 で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

今 後 は ， 人 事 主 管 課 と も 十 分 に 協 議 を 行 い ， 当 該 業 務 に 係

る 従 事 状 況 の 厳 正 な 集 計 ， 把 握 及 び 報 告 に 努 め ， 正 確 な 勤 務

実 績 が 着 実 に 反 映 さ れ た 支 給 と な る よ う ， 早 急 に 改 善 を 図 ら

れ た い 。  

 

(9) こ ど も 部 児 童 育 成 課  

 臨 時 職 員 賃 金 の 支 給 誤 り に つ い て  

臨 時 職 員 賃 金 の 支 給 状 況 を 調 査 し た と こ ろ ， 平 成 ２ ４ 年 ５ 月

分 に つ い て ， 勤 務 日 数 の 集 計 誤 り に よ り ， 実 際 の 勤 務 日 数 よ り

１ 日 多 い 賃 金 が 支 払 わ れ て い る 事 例 が み ら れ た 。  

勤 務 日 数 は 整 理 担 当 者 が 集 計 し て い た が ， 担 当 者 以 外 は 集 計

確 認 を し て い な か っ た た め ， 誤 り を 発 見 で き な か っ た も の と 考

え ら れ る 。  

こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で ， 早 急 に 是

正 し ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な ど 万 全 の 体 制 を 整

え ら れ た い 。  

 

(10) こ ど も 部 保 育 課  

ア  旅 費 の 支 給 誤 り に つ い て  

監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 分 の 出 張

旅 費 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， １ 件 の 未 払 い が 発 生 し て い る

事 例 が 見 ら れ た 。  

旅 費 の 支 給 事 務 は 整 理 担 当 者 が 行 っ て い た が ， 担 当 者 以 外

は 確 認 を し て い な か っ た た め ， 支 給 漏 れ を 発 見 で き な か っ た
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も の と 考 え ら れ る 。  

こ れ は ， 確 認 体 制 の 不 備 が 招 い た 誤 り で あ る の で 早 急 に 是

正 し ， 非 抽 出 の 月 の 旅 費 の 支 給 に つ い て も 再 度 確 認 を 行 う と

と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う な ど 万 全 の 体 制

を 整 え ら れ た い 。  

イ  病 後 児 保 育 事 業 委 託 の 契 約 額 等 の 検 証 に つ い て  

 病 後 児 保 育 事 業 委 託 に つ い て は ， 平 成 ２ ２ 年 度 か ら ２ ４ 年

度 ま で 医 療 法 人 巻 石 堂 病 院 と 契 約 金 額 １ ， ４ ０ ０ 万 円 で 一 者

随 意 契 約 に よ り 締 結 し て い る 。  

主 管 課 の 説 明 に よ る と ，「 こ の 事 業 は ， 感 冒 ， 慢 性 疾 患 ，

伝 染 病 疾 患 等 で 病 気 の 回 復 期 に あ り ， 医 療 機 関 へ の 入 院 治 療

の 必 要 は な い が ， 安 静 の 必 要 が あ る 幼 児 を ， 看 護 師 ・ 保 育 士

の 配 置 ， 医 師 の 巡 回 に よ り 保 育 す る と い う 特 殊 性 か ら ， 病 後

児 保 育 室 で 実 施 す る こ と が 適 当 で あ り ， 柏 市 で は 巻 石 堂 さ く

ら 保 育 園 以 外 に 実 施 し て い な い た め 一 者 随 意 契 約 と し て い

る 」 と の こ と で あ っ た 。  

ま た ， 延 べ 利 用 人 数 は ， 平 成 ２ ３ 年 度 ２ ２ ０ 人 と な っ て お

り ， 利 用 実 績 に よ る 一 回 当 た り 単 価 は 約 63,000 円 と な っ て

い る 。 定 員 １ ３ ０ 人 の 私 立 保 育 園 の ０ 歳 児 の 一 月 当 た り の 保

育 単 価 は 162,650 円 で あ り ， こ の 金 額 を １ か 月 の 平 均 保 育 日

数 ２ ５ 日 で 除 し た 一 日 当 た り の 単 価 は 約 6,500 円 と な る 。  

単 純 に 比 較 す る こ と は で き な い が ， 一 回 当 た り ６ 万 円 を 超

え る 単 価 は ， 本 委 託 業 務 の 特 殊 事 情 を 考 慮 し て も 高 額 で あ り ，

し か も ， 平 成 ２ ２ 年 度 か ら ３ 年 間 に わ た り 契 約 金 額 の 見 直 し

が 行 わ れ て い な い こ と な ど ， 検 討 の 余 地 が あ る と 考 え ら れ る 。  

し た が っ て ， 今 後 の 契 約 に 際 し て は ， 経 済 性 の 観 点 か ら ，

設 計 額 の 算 定 に 当 た り ， 業 務 に 必 要 な 経 費 を 適 切 に 反 映 さ せ

る と と も に ， 契 約 方 法 を 含 め た 見 直 し を 進 め ら れ た い 。  

 

(11) こ ど も 部 こ ど も 発 達 セ ン タ ー キ ッ ズ ル ー ム 担 当 室  

業 務 委 託 の 契 約 方 法 の 見 直 し に つ い て  

 提 供 給 食 放 射 性 物 質 検 査 委 託 は ， こ ど も 部 こ ど も 発 達 セ ン
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タ ー キ ッ ズ ル ー ム 担 当 室 で 実 際 に 提 供 さ れ た 給 食 に つ い て 放

射 性 物 質 の 検 査 を 行 う も の で あ り ， 一 者 随 意 契 約 に よ り 契 約

を 締 結 し て い る 。  

 主 管 課 の 説 明 に よ る と ， 検 査 結 果 で 放 射 性 物 質 が 検 出 さ れ

た 場 合 に ， 追 跡 調 査 が 容 易 に な る こ と か ら ， 学 校 教 育 部 学 校

保 健 課 で 食 材 の 検 査 を 行 っ て い る 業 者 と 同 一 の 業 者 と 一 者 随

意 契 約 で 契 約 を 締 結 し た と の こ と で あ っ た 。  

し か し ， こ ど も 部 内 の 他 部 署 に お い て ， 本 件 と 同 内 容 の 業 務

委 託 に つ い て ， 見 積 り 合 わ せ に よ り 業 者 を 決 定 し ， 廉 価 で 契

約 し て い る 状 況 が あ る こ と を 考 え る と ， 本 件 契 約 に つ い て も

同 様 の 契 約 方 法 に よ る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 し た が っ て ， 今 後 は ， 放 射 性 物 質 に 関 す る 検 査 の 情 報 を 関

連 部 署 と 共 有 し ， ま た 経 済 性 を 重 視 し な が ら ， 複 数 業 者 に よ

る 見 積 り 合 わ せ の 実 施 に つ い て 検 討 さ れ た い 。  

 

(12) 環 境 部 環 境 保 全 課  

時 間 外 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

職 員 の 時 間 外 勤 務 手 当 に つ い て は ， 一 般 職 職 員 給 与 条 例 第 １

６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 「 勤 務 １ 時 間 当 た り の 給 与 額 に …

（ 中 略 ） … 規 則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 」 が 支 給 さ れ ，

週 休 日 （ 土 ・ 日 ） に 勤 務 し た 場 合 の 支 給 割 合 は ， 一 般 職 職 員

給 与 条 例 施 行 規 則 第 １ ０ 条 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 「 100 分 の

135」 と さ れ て い る 。  

と こ ろ が ， 監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ７ 月

分 の 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 週 休 日 に 勤 務 し た

に も か か わ ら ず ， 誤 っ て 勤 務 1 時 間 当 た り 「 100 分 の 125」 を

乗 じ て 得 た 額 を 支 給 し て い る 事 例 が 見 ら れ た 。  

誤 り を 早 急 に 是 正 し ， 非 抽 出 の 月 の 時 間 外 勤 務 時 間 数 の 集 計

に つ い て も 再 度 確 認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 勤 務 し た 日 に

よ っ て 支 給 割 合 が 異 な る こ と に 十 分 注 意 し ， 複 数 に よ る チ ェ

ッ ク を 行 う な ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  
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(13) 環 境 部 廃 棄 物 政 策 課  

一 般 廃 棄 物 処 理 ， 資 源 回 収 等 業 務 委 託 の 契 約 方 法 の 見 直 し に

つ い て  

一 般 廃 棄 物 処 理 及 び 資 源 回 収 等 業 務 委 託 に つ い て は ， 以 前 か

ら 一 者 随 意 契 約 に よ り 契 約 が 締 結 さ れ て お り ， 一 昨 年 か ら 定

期 監 査 に お い て ， 積 算 額 の 精 査 を 行 う と と も に ， よ り 競 争 原

理 の 働 く 契 約 方 法 と す る よ う 指 摘 し て き て い る 。  

こ れ に 対 し て ， 主 管 課 は ， 積 算 根 拠 や 契 約 方 法 の 見 直 し を 検

討 す る と し な が ら ， 今 年 度 に お い て も ， 環 境 省 か ら 「 経 済 性

の 確 保 よ り も 業 務 の 確 実 な 履 行 を 重 視 す る こ と 」 を 要 請 さ れ

て い る と い う 理 由 で 一 者 に よ る 随 意 契 約 と し て い る 。 し か し ，

ど の 業 者 に 委 託 し た 場 合 に あ っ て も 「 業 務 の 確 実 な 履 行 」 を

求 め る こ と は 当 然 で あ り ， さ ら に ， 市 の 財 政 状 況 等 を 考 え れ

ば 「 経 済 性 の 確 保 」 は 不 可 欠 で あ る か ら ， 一 者 随 意 契 約 の 理

由 と し て 適 切 で あ る と は 言 い 難 い 。  

し た が っ て ， 一 昨 年 か ら の 再 三 に わ た る 指 摘 内 容 を 十 分 に 踏

ま え ， 適 正 な 契 約 の 早 期 実 現 に 向 け て 検 討 を 進 め ら れ た い 。  

 

(14) 環 境 部 環 境 サ ー ビ ス 課  

時 間 外 勤 務 手 当 と 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

職 員 の 時 間 外 勤 務 に つ い て は ， 職 員 勤 務 時 間 条 例 第 ２ 条 の ３

に よ り 週 休 日 （ 土 ・ 日 ） 勤 務 の 振 替 等 が ， 一 般 職 員 給 与 条 例

第 １ ６ 条 第 ３ 項 に よ り ， 週 休 日 振 替 勤 務 の 手 当 が 定 め ら れ て

い る 。  

こ れ ら の 規 定 に よ る と ， 週 休 日 勤 務 を 同 一 週 （ 勤 務 し た 週 休

日 の 直 後 の 月 か ら 金 ま で ） に 振 り 替 え た 場 合 は 手 当 は 支 給 さ

れ な い が ， そ れ 以 外 （ ４ 週 間 前 の 日 か ら ８ 週 間 後 の 日 ま で ）

に 振 り 替 え た 場 合 は 手 当 の 支 給 対 象 と さ れ て い る 。  

と こ ろ が ， 監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ７ 月

分 の 時 間 外 勤 務 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 週 休 日 勤 務 を ４ 週

後 に 振 り 替 え て い る に も か か わ ら ず ， 手 当 が 支 給 さ れ て い な

い 事 例 が 見 ら れ た 。  
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ま た ， 一 般 職 職 員 給 与 条 例 第 １ ３ 条 に 規 定 さ れ る 特 殊 勤 務 手

当 の う ち ， 同 課 （ 山 高 野 浄 化 セ ン タ ー ） に お い て は ， 職 員 特 殊

勤 務 手 当 支 給 規 則 第 ７ 条 に 規 定 さ れ る 労 務 手 当 に 該 当 す る 作 業

に 従 事 し た 職 員 に 対 し ， １ 日 を 単 位 と し て 支 給 し て い る 。  

と こ ろ が ， 監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ７ 月

分 の 特 殊 勤 務 手 当 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 労 務 手 当 の 支 給 対

象 と な る 収 集 作 業 に １ ０ 日 間 従 事 し た に も か か わ ら ず ， 誤 っ て

９ 日 分 の 手 当 し か 支 給 さ れ て い な い 事 例 が 見 ら れ た 。  

誤 り を 早 急 に 是 正 し ， 両 手 当 の 非 抽 出 の 月 の 集 計 に つ い て も

再 度 確 認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う

な ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  

 

(15) 環 境 部 北 部 ク リ ー ン セ ン タ ー  

特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 誤 り に つ い て  

一 般 職 職 員 給 与 条 例 第 １ ３ 条 に 規 定 さ れ る 特 殊 勤 務 手 当 の う

ち ， 同 ク リ ー ン セ ン タ ー に お い て は ， 職 員 特 殊 勤 務 手 当 支 給 規

則 第 ４ 条 に 規 定 さ れ る 危 険 作 業 手 当 及 び 同 第 ７ 条 に 規 定 さ れ る

労 務 手 当 に 該 当 す る 作 業 に 従 事 し た 職 員 に 対 し ， １ 日 を 単 位 と

し て 支 給 し て い る 。  

と こ ろ が ， 監 査 対 象 期 間 の う ち ， 抽 出 に よ り 平 成 ２ ４ 年 ６ 月

分 の 特 殊 勤 務 手 当 に つ い て 調 査 し た と こ ろ ， 労 務 手 当 の 支 給

対 象 と な る 収 集 作 業 に １ ０ 日 間 従 事 し た に も か か わ ら ず ， 誤

っ て ９ 日 分 の 手 当 し か 支 給 さ れ て い な い 事 例 が 見 ら れ た 。  

誤 り を 早 急 に 是 正 し ， 非 抽 出 の 月 の 特 殊 勤 務 手 当 の 集 計 に つ

い て も 再 度 確 認 を 行 う と と も に ， 今 後 は ， 複 数 に よ る チ ェ ッ

ク を 行 う な ど 万 全 の 体 制 を 整 え ら れ た い 。  

 

(16) 環 境 部 南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー  

パ ン フ レ ッ ト の 在 庫 管 理 と 増 刷 に つ い て  

 南 部 ク リ ー ン セ ン タ ー で は ， 見 学 者 を 随 時 受 け 入 れ て お り ，

こ こ 数 年 は ， 年 間 約 5,000 人 の 見 学 者 が あ っ た が ， 昨 年 度 は

震 災 の 影 響 に よ っ て 工 場 が 稼 動 停 止 し た た め 見 学 者 の 受 入 れ
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は な か っ た 。  

そ う し た 状 況 で ， 見 学 者 用 パ ン フ レ ッ ト の 残 部 が 8,000 部 あ

っ た に も か か わ ら ず ， さ ら に 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 に ， 220,500 円 の

費 用 を か け て 12,000 部 の 増 刷 を 行 っ て い る 。 こ れ は ， 印 刷 部

数 を 増 や す こ と に よ り 単 価 が 下 が る と い う こ と を 考 慮 し て も ，

在 庫 管 理 の 面 ， 予 算 執 行 に お け る 経 済 性 の 面 か ら 見 て ， 適 切

で あ る と は 言 い 難 い 。  

今 後 は ， 残 部 と 見 学 者 数 等 と を 比 較 検 討 し ， 必 要 部 数 を 慎 重

に 見 極 め て ， 事 務 に 当 た ら れ た い 。  
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